
講義コード 1BD0070001

講義名称 ビジネスリーダーシップ　01＜春＞

科目英文名 Business Leadership

開講責任部署 ビジネスデザイン学部　ビジネスデザイン学科

代表ナンバリングコード BUSA1330

単位数 2.0

時間割 春学期: 金曜日２時限

講義開講時期 春学期

担当教員

講
義・
演習
概要

　「PBL入門Ⅰ」に連動して、ビジネス現場で求められるリーダーシップ行動理論とその実践方法について、講義、グループワーク、プレゼンテーション等多様な
学習スタイルを通じて学ぶ。「PBL入門」を実践の場として、「ビジネスリーダーシップ」は､自身のリーダーシップ開発ならびに他者のリーダーシップを開発す
る（チームの目的実現のために他者を動機づけ動かす）スキルを磨く事を主目的とした授業である。PBL入門のグループプロジェクトで実際に気づいたチーム課題
やリーダーシップに関する自身の目標を意識しながら、個々人の特性を活かした望ましいリーダーシップを発揮して自身と周囲の人のリーダーシップの発揮を促す
ための方法論を学ぶ。

学習
（到
達）
目標

①リーダーシップ理論の変遷についてその社会的背景とともに説明できる
②これからの社会において求められるリーダーシップについて意見を述べることができる
③自分の得手不得手を知りリーダーシップを発揮することができる

講義・演習計画

成績評価の方法（割合）
「成績評価の方法（コメント）」についても合わせてご確認ください。

成績評価の方法（コメント）
・レポートなどの課題(40%) 
・グループワークでのリーダーシップ行動(30%)
・グループプレゼンテーション（30％）

参考文献 ・講義中に適宜提示する

事前および事後学習の指示 ・提示した課題を行う
・提示した課題図書や文献を読了する

キーワード ビジネスリーダーシップ、新しいリーダーシップ

氏名 オフィスアワー メールアドレス 研究室

◎ 小山　理子 火曜日1時限、金曜日1時限 akoyama@andrew.ac.jp あべのキャンパス５C

授業形態
講義 アクティブラーニング プレゼンテーション

グループワーク

アクティブ
ラーニング
の詳細

※受講人数により表記のとおり実施できない場合があります。

コメントシート 小レポート/小テスト ディスカッション(話し合い)

プレゼンテーション(発表) 協同・協調学習(グループ･ワーク、チームワーク、ペ
アワーク)

回 内容

第1回

【対面】オリエンテーション
・進め方、方針の確認
・リーダーシップとは何か？／自分のリーダーシップ経験について考える

※第2回以降の順が入れ替わることがあります。

第2回 【対面】リーダー像の変化について考える

第3回 【対面】リーダーシップ理論を学ぶ（①）

第4回 【対面】リーダーシップ理論を学ぶ（②）

第5回 【対面】リーダーシップ理論を学ぶ（③）

第6回 【対面】グループワーク：リーダーシップ理論学習のまとめ（発表準備）

第7回 【対面】発表：リーダーシップ理論学習のまとめ（学んだ知識の再整理）

第8回 【対面】ゲストスピーカー講和：ビジネスにおけるリーダーシップについて

第9回 【対面】リーダーシップを伸ばすための行動と他者との関わり（①）

第10回 【対面】リーダーシップを伸ばすための行動と他者との関わり（②）

第11回 【対面】リーダーシップを伸ばすための行動と他者との関わり（③）

第12回 【対面】リーダーシップを伸ばすための行動と他者との関わり（④）

第13回 【対面】グループワーク：学んだ知識と技能の再整理（発表準備）

第14回 【対面】発表：学んだ知識と技能の再整理

第15回 【対面】これからのリーダーシップ目標の設定と共有

試験

レポート 40%

その他 60%
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